
信州大学西駒演習林土壌調査報告

中村 健 ･高橋成直 ･村上浩二*

●
Ⅰ 緒 言

西駒演習林は昭和30年に設定された｡以来いろいろの試験調査が行なわれており,その結

果もいままでにいくつか報告されてい草o

われわれは西的演習林 (以下調査地と略す)の土壌調査を担当し,昭和32年10月以降数次

にわた り野外調査を行ない,その資料にもとづく室内実験が一応終了したのでその結果をこ

こに報告する｡

本調査を実施するに当たり,終始御援助,御協力をいただいた本学演習林長辰野良秋教授

ならびに島崎洋路講師に対し深く感謝する次第である｡

Ⅰ 調 査 地 の 概 況
1)

調査地の概況については大倉の詳細な報告があるので,ここではその要点だけを述べる｡

1 地 形

i 位置および面積

調査地は長野県伊郡市西方約12km, 伊那市小黒日向地籍にあり,西駒ヶ岳 (2956m)を

主峰として伊郡谷と木曾谷を画し南北に走る木曽山脈 (中央アルプス)の-峰将供頭 (2640

m)付近に源を発して末流する小黒川上流の両岸にわたって位置し,面積251haを占めてい

る｡

調査地の南方は将棋頭を頂点として権現ツルネで駒ヶ根営林署宮田経営区に,他の三方は

伊那市財産区有林に接している｡

ii 標 高

標高は演習林入口の小黒川,大樽沢合流地点が最も低く,これより将棋頭頂上まで1400-

2640mの範囲にわたっている｡したがって地形もきわめて急峻であり,とりわけ調査地を2

分して流れる小黒川の右岸は,長尾根をもって代表される長短いくつかの尾根と,その間を

縫って流れくだる沢によって複雑な地形を示し,北東の傾斜面と高低差が大きいという悪条

件も加味されて調査地のうちでも最も悪い様相を呈している｡左岸はこれにくらべ南西両の

傾斜をもちやや良好であるが,全体的には急峻な地形である｡

iii 地 質
2) 3) 4)

調査地およびその周辺の地質については,村山ら,片田らおよび河田らの最近の詳細な報

告と地質図があるのでここでは要点だけを述べる｡詳細は前記各氏の文献を参照されたい｡

調査地の地質は古生屑に由来する変成岩類 (粘板岩,砂岩), およびこれらに貫入露頭し
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た花間岩とに大別される｡伊部市周辺は,西南日本領家帯のほぼ北東端部に位置し,調査地

付近はその北西眼付近に当るので,前記変成岩類が領家変成岩短に属するものか,前記花嗣

岩の貫入による熱変成岩に属するものか判定するのに容易でないらしい｡

村山らの作製した地質図によれば,調査地の西方,すなわち将棋頭付近の標高の高いとこ

ろは木曽的花嵐岩Ⅰ (中粒角閃石黒雲母花尚閃緑岩)となっており,東方の調査地下半部は
1)

黒雲母粘板岩帯になっている｡このことは大倉も西的演習林樹木誌のなかで指摘しており,

今度の調査においてもほぼ1800-1900mの等高線を境として区別されることを確認した｡

2 気 候

調査地内にはまだ気象観測所が設けられていないので,調査地付近にある中部電力 ｢内の

萱発電所｣の観測資料を第 1表に掲載する｡

気候はおおむね表日本型に属し,年平均気温7.8oC, 1月が最も寒く,時には -20oC近

くまで気温が低下する0年間降水量は2,500-3,000mmである｡調査地はこの観測所よりも

さらに標高が高いので,気温はより低 く,降水量もより多くなるものとみてさしつかえない｡

Table1 Climatologicaldata(UcHINOXAYA Observatory1956-1960)
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3 林況および植生 1)
調査地の林況および植生については大倉がすでに詳細に報告している｡調査地が本学部に

移管される前,すなわち伊那市財産区有林のときは全面積天然林で,明治以来しばしば伐採

がくりかえされていたらしい｡現在でも扇平 (1林班)伐跡地にカラマヅが人工造林されて

いる以外は天然林であり,標高にしたがいブナ, ミズナラ,ソウシカンノ㍉ コメツガ,シラ

べ,-イマツが主体をなしほとんど本州北部と同じ樹種である｡

Ⅲ 調査方法および分析方法

調査方法は国有林野土暴調査方法書にしたがった｡

●
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調査地全域の概況調査を行ない,それによって得られた土壌型の分布傾向により数箇所試

掘を行ない,代表的なものについて断面を記載し,理化学性を調べるための土壌を採取した｡

植生は試孔の周囲10m四方に分布するものについて喬木,従喬木,かん木,地床植物に分け

て記載した｡

理化学性の分析方法は下記のとおりである｡

N--- ケルダール法

C-･--チ ュー リン法

置換酸度 -･･-{γ1)

置換性石灰･･････N-KCl浸出液中の石灰を定量したo

pH -- -.･ガラス電極法,H20浸出

淘汰分析--- ピペ ッ ト法

理学性･･-･--･各試孔から採士円筒により採坂した土壌の自然状態の水分,最大容水

量,最小客気量,孔隙量などを測定した｡

Ⅳ 土 塊 断 面 の 記 載

調査地内で認められたいろいろの土嚢型たっいてその断面の形態を記載するo

l BB型土壌

Prof.No.9

位置,地形 :1林班い小班.標高 1500m.傾斜 400.方位 E

林相 :主林木ブナ (d.ら.h14.0-15.0cm,h10.Om)

植物群落組成

階層 種 名

D ブ ナ

ミズナ ラ

ウラジロモ ミ

Ds オオガメノキ

ソウシカンパ

リヨウプ

ゴソゼツ

Sh

ノ､ウチ ワカエデ

コ ミネカエデ

タラノキ

ウラジロモ ミ

コバ ノ トネ リコ

皮数

5

3

2

4

1

1

1

1

1

1

4

2

5

屑断面

L屑 :ブナ落葉.1.5-2.0cm

F層 :4.0-6.0cm.菌糸臭あり.細根きわめて多い.

Fig.1 Prof.No.9
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H層 :4.0-6.0cm.黒赤一位平色 菌糸あり. しよう. 団粒状. F層と明･細根きわめ

て多い.乾-(潤)

A屑 :10.0-15.0cm.黒桂一赤鐙平色.菌糸散見. しよう.団粒状.H層と漸.細根き

わめて多い.やや乾.石疎やや多い

Bl層 :28.0cm.暗黄一橿色.上部に菌糸散見.戟.粒状.A層と判.細根多い･やや乾･

石磯多い.

B2層 :20.0cm+.黒檀一章祖色.戟.粒状.Bl屑と明.細根ほとんどなし.やや乾.石

磯多い

2 BD型土壌

Prof.No.5

位置,地形 :1林班い小班. 東向斜面急斜地の尾根･ 標高 1440m･傾斜 450･方位

N70oE.母材料 粘板岩

林相 :主林木ブナ (d.bh12.0cm,h8.0m)付近のブナ林は製炭原木として多く伐採さ

れた｡

植物宅羊落組成

階層 種 名

D ブ ナ

ゴソゼツ

コメツガ

Ds ウラジロモ ミ

カ ツ ラ

クロモジ

オオガメノキ

リヨウプ

Sh ミズナラ

G カンスゲ

モ ミヂ-グマ

ユキザサ

皮数

5

5

1

2

2

2

2

1

2

5

4

3
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Fig.2 Prof.No.5
屠断面

L周 :1.0-2.0cm.ブナ落葉

F層 :1.0cm.菌糸多い

H層 :0.5cm,黒燈橿一赤平色.菌糸多い.団粒状

A層 :10.0-12.0cm. 黒橿色. 菌糸あり.しよう.団粒状.H周と潮.細根きわめて多

い.やや乾

A-B屑 :50.0cm. 黒桂一黄色.菌糸なし. しよう.粒状.A層と潮.細根多い.やや

乾.石政多い

B屑 :58.0cm+. 黒黄橿-黄平色. 菌糸なし.軟～堅.粒状.A-B層と潮.細根ほと

んどなし.やや乾.石聴きわめて多い

Prof.No.17
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位置,地形 :3林班は小班.小黒川本流をのぞむ南東の斜面.標高 2000m.傾斜 400.

方位 S65oE

林相 :主林木 ソウシカンパ (d.b.h5.0cm,h6.0-7.0m),地床クマザサ密生

植物群落組成

階層 種 名

D ソウシカンパ

Ds オガラバナ

コミネカニデ

ミヤマザクラ

シ ラ べ

Sh タラノキ

ナナカマ ド

G クマザサ

べニバナイチゴ

皮数

5

3

3

2

1

1

1

5

2

周断面

L屑 :1.0-2.0cm,クマザサ.ソウシカンパ落

乙だ二三㌔fミ芝̀～O～G'～&～＼一十一l一一___I_｣ト..｣_i.･._.._

葉

F層 :1.0cm.菌糸臭あり

H屑 :2.0-3.0cm.白燈章一蛭色.菌糸臭あり.団粒状.細根きわめて多い

A層 :3.0-5.0cm.黒軽費-樟遜色. 菌糸なし. 粒状.H層と判.細根きわめて多い.

やや乾

BI僧 :55.0cm.暗桂一黄平色.菌糸なし.粘質壁状.A層と潮.細根きわめて多い.潤.

石撰多い

B2層 :20.0cm+,暗章一栓色.菌糸なし. 壁状.Bl層と潮.細根ほとんどなし.潤

Prof.No.23

位置,地形 :1林班は小班. 扇平北斜面. 比較的援傾斜で相沢に面したくぼ地. 標高

1450m.傾斜 300.万位 N15oE.母材料 粘板岩

林相 :シテべの大径木 (d.b.h120.0cm,h20.0m), 残存するが本数において広葉樹が

優勢である｡

植物群落組成

階層 種 名

D シ ラ べ

ウダイカソバ

Ds オオガメノキ

サ ワ ラ

ウ リカエデ

オオバアサガラ

コバ ノ トネ リコ

ミ ズ キ

皮数

1

1

3

3

2

2

1

1
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Sh カーガラバナ

ソウシカンパ

ヒナ-ウチワカニデ

G クマザサ

サワラ (椎樹)

カンスゲ

オ シ ダ

ヤマワラビ

3

3

2

4

3

3

3

2

層断面

L屑:0.5cm.クマザサ,カンパ落葉

F層 :0.5cm.菌糸臭あり

H層 :ほとんどなし

Al槽 :8.0-9.0cm.腐植に富む. 黒鐙章一樫
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Fig.4Prof.No.23

祖色.菌糸なし.しよう.団粒状.H周と漸.細根きわめて多い.潤.石磯少ない

A2層 :33.0-35.0cm.暗鐙一哉平色.菌糸なし.しよう.粒状.Al層と漸.細根かなり

多い.潤.石政やや多い

B層 :22.0cm+.黒黄一軽平色.菌糸なし.戟.粒状.A2層と漸.細根ほとんどなし.

潤.大きな石碑あり

3 BE型土壌

Prof.No.1

位置.地形:2林班い小班.標高 1480m.傾斜 250.万位 S70oE.母材料 粘板岩

林相 :広葉樹 (-ウチワカエデ,ブナ)を主とし,ウラジロモミを混交

植物群落組成

階層 種 名

D ハウチワカエデ

ブ ナ

ウラジロモ ミ

Ds オオガメノキ

ミズナラ

アオハダ

ヤマノヽンノキ

Sh リヨウブ

ツノノ､シバ ミ

ノリウツギ

ヒロノ､ノツリバナ

ミ ズ メ

G オ シ ダ

ツルツゲ

層断面

匿数

5

3

2

5

4

3

2

4

4

4

4

2

4

2

Q･く事･<>ヽコゝく>-3 <ゝ･く>･･■ト
～-～～-～～～J1----へJ～--～～～～～～-

_1 日 ､__I___'j_

Fig.5Prof.No.1

●

●
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L屑 :0.5cm.-ソノキ, カニデ落葉

F層 :0.5cm

H屑 :10.0-15.0cm,黒赤濁色.菌糸臭あり. しよう.団粒状.F層と潮.細扱きわめ

て多い.潤.石森きわめて多い

A層 :80.0cm.暗桂一黄色.菌糸臭なし.戟. 団粒状.H層と斬.細根上部にきわめて

多い.潤 ･石磯きわめて多い

B屑 .'20.0cm+,濃桂一黄褐色.菌糸臭なし.軟.壁状.A層と潮.細根なし.潤.石

磯きわめて多い

Pfof.No.4

位置,地形 :1林班い小班.標高､1420m.沢にのぞむ斜面の中腹.傾斜 250.万位

N55oE.母材料 粘板岩

林相 :有用主林木なし

植物群落組成

階層 種 名

Ds ノ､ウチワカエデ

オオガメノキ

ミズナラ

ミ ズ キ

ウワミズザクラ

カ ツ ラ

Sh ノリウツギ

クロモジ

G オ シ ダ

ヤマヨモギ

周断面

皮数

5

2

2

2

2

1

3

1

5

1

<トとト<ゝ <>く;ト8-L> <>.

喜≒i=_-;: _I:___:

＼

二 二~
Fig.6 Prof.No.4

L層 :0.5cm.カエデ, カツラ落葉

F層 :0.5-1.0cm.菌糸なし.細根きわめて多い

H屑 :6.0-8.0cm.濃桓赤一位鈍色.菌糸なし. しよう.団粒状.F層と明.紬根多い

A層 :60.0cm+.路値に富む.黒檀一貴賓平色.菌糸なし.しよう～軟.粒状.H層と

明.細根は岩盤のないところに多く分布

Prof.No.28

位置,地形 :5林班い小班.小黒JtHこのぞむ急斜面.標高 1650m.傾斜 350.方位 E.

母材料 花覇岩.いちじるしく風化している

林相 :針広混交林

植物群落組成

階層 種 名

D ソラシカソバ

ナナカマ ド

ウラジロモ ミ

度
･

数

3

2

1
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Ds オオガメノキ

コメツガ

リヨウプ

G リヨウメンシダ

イワカガ ミ

4

3

2

3

2

屑断面

L層 :2.0-3.0cm.カンパ落葉

F層 :1.0cm.菌糸あり

H層 :6.0-7.0cm.団粒状構造発達.細根き

わめて多い.潤

H-A層 :15.0cm.黒赤一 挺平色. しよう.

団粒状.H屑と漸.細根多い

Bl層 :30.0cm.黒桓平色. しよう.砂質粗粒

071キ筈lチ筈-_一一■--一一-一一■~､･■_
a く>･■～′■ヽ_′ヽ■

(_Jf⊥

日 日 / /---一一｢＼ --
ll.＼ ∴ ,～

･ ll/ Il'
ヾ /′ ′ ′ [/
- -■--T---~
～ I lI I,

J ∫
l

Fig.7 Prof.No.28

L
F
H

HIA

Bl

B2

状.H-A屑と判.細根きわめて多い

B2層 :25.0cm+.暗桂一黄平色.すこぶる しよう.砂質.細根少ない

4 PDI型土壌

Prof.No.14

位置地形 :1林班は小班. りようぶ平.標高 1550m.傾斜 510.方位 N20oE

林相 :コメツガ (d.ら.h25.0cm,h12.0m), ミズナラ, リヨウプ,ソウシカンパ混交林

植物群落組成

階層 撞 名

■ヽノン

ガ

ナ

プ

カ

ツ

ウ

シ

メ

ヨ

ウ

コ

プ

リ

ソ

･ コミネカニデ

ウラジロモ ミ

Ds ナナカマ ド

ヒメコマツ

オオガメノキ

ゴンゼツ

Sh コヨウラク

ウラジロヨウラク

ミズナラ

G クマザサ

イワカガ ミ

皮数

4

4

3

3

3

1

1

1

1

1

4

1

1

4

1

Fig.8 Prof.No.14

層断面

L層 :1.0-2.0cm (局部的にうすい). コ ミネカエデ, ソウシカンパ落葉

F層 :3.0-5.0cm (局部的にかなりちがう).菌糸多数認められる

L

F
H

A

A

a

●
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H層 :5.0-6.0cm.黒桂一赤色.菌糸あり.粗粒状.細板きわめて多い.F層と明

Al層 :4.0-5.0cm.腐植に富んでいる. 黒樫色.戟.紬粒状.H周と明.細根きわめて

多い.石喋なし

A2層 :15.0cm.溶脱層.淡桂一黄黄濁色.戟.Al周と明.細砂質壁状.亀裂が認められ

る.乾.石搾なし

Bl屑 :15.0-18.0cm.集積層.暗桂平色.しよう.細粒状.細根多い.乾.石疎なし

B2屑 :35.0cm+.暗貴一位祖色.Bl層と明.壁状.細根少ない.潤.石碑やや多い

Prof.No.20

位置,地形 :3林班い小班.標高 1800m.傾斜 320.方位 S15oE

林相 :シラべ,コメヅガ (d.b.h15.0-20.0cm,h12.0m)

植物群落組成

階層 種 名

D シ ラ ペ

コメツガ

Ds ナナカマ ド

コ ミネカエデ

ソウシカンパ

Sh ミヤマシグレ

コヨウラク

不コシデ

G スギゴケ

イワカガ ミ

周断面

皮数

4

4

2

2

2

3

2

1

2

2

Fig.9 Prof.No.20
L層 :厚さほとんどなし

F層 :ほとんどなし

H-A屑 :1.0-5.0cm.菌糸臭あり

A2層 ･.5.0-20.0cm.潜脱層.淡桂一貴賓濁色.戟.H-A層と明

Bl層 :40.0cm+.集積層.暗栓平色.しよう.紬粒状.吃

5 P工)Ⅱ型土嚢

Prof.No.2

位置,地形 :1林班は小班. リヨウプ平.標高 1560m.傾斜 450.方位 N

林相 ..コメツガを主とする針広子昆交林

植物群落組成

階層 種 名

D コメツガ

コミネカエデ

リヨウプ

ゴ./-ピッ

ソウシカンパ

磨数

5

4

2

2

1

A1
2

L
F
H
A
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Ds オオガメノキ

ネ ズ コ

ヒメコマツ

ウラジロモ ミ

Sh ウラジロヨウラク

ナナカマ ド

ミ ズ メ

ミズナラ

G ミズゴケ

ムクムクサワラゴケ

サ サ

層断面

3

2

1

1

4

3

2

1

5

4

2

Fig.10 Prof.No.2

●

LF
hHA
DU

L層 :0.5cm. カエデ落葉

F層 :1.0-1.5cm.菌糸発達

H層 :10･0-ll.0cm.厚く発達.黒鐙燈-赤褐色.団粒状,細根きわめで多い

A層 :2･Ocm.黒赤一橿平色 欲.粒汎 H層と漸.細根きわめて多い.潤.石疎きわめ

て少ない

Bl層 :25･Ocm.濃鐙一哉平色.軌 粒状.A層と判.紬根きわめて多い.潤.石碑少な

い

B皇居:60･Ocm+.暗貴一橿遜色.軟.壁状.Bl層と判.細根多い.潤～湿.石磯きわめ

て多い

Prof.No.15

位置,地形 :3林班は小班･標高 2080m.傾斜 300.方位 S60oE.母材料 粘板岩

および花尚岩

林相 :主林木は シラべ (d.ら.h15.0-20.0cm,h10.0-12.0m)でコメツガ, ソウシカ

ンパ混交

植物群落組成

階層 種 名

D シ ラ ペ

コメツガ

ソウシカンパ

ト ウ ヒ

Sh ナナカマ ド

ネコシデ

G べニバナイチゴ

モ ミヂバイチゴ

クマイチゴ

クマザサ

ツルツゲ

皮数

5

3

3

2

1

1

5

4

3

2

1 Fig.ll Prof.No.15

.j
F
H
A

B

●
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屑断面

L層 :シラべ,カンパの落葉

F層 :1.0cm.局部的に厚いところあり.菌糸臭あり

H層 :5.0-6.0cm.黒燈軽一赤平色.菌糸あり.粒状構造.F層と明.紬根きわめて多

レヽ

A屑 :3.0-5.0cm.溶脱層 (班状).黒軽費一校遜色.菌糸あり.しよう.H層と明.細

根少ない

Bl層 :15.0-25.0cm.暗燈黄一鐙乎色.菌糸わずかに認められる.戟.粒状.A層と判.

細根きわめて多い

B2屠 :60.0cm十.濃燈-黄平色.戟. 砂質粗粒状.花置岩風化土.Bl屑と判.細根上部

に認められる

Prof.No.18

位置,地形 :3林班い′J､班.標高 1900m.小黒Jll本流をのぞむ斜面.稜線より30.0m下.

傾斜 280.方位 S25oW

林相 :主林木シラべ (d.ら.h8.0-10.0cm,h9.0m)

植物群落組成

階層 種 名

D シ ラ ペ

コメツガ

ト ウ ヒ

ヒメコマツ

Ds ソウシカンパ

オオガメノキ

Sh チチブ ドウダソ

シヤクナゲ

G スギゴケ

イワカガミ

ツルツゲ

ミヤマシグレ

ミヤコザサ

皮数

5

2

1

1

2

1

2

1

5

2

1

1

1 Fig.12 Prof.No.18

屑断面

L屑:0.5-1.0cm.シラべ,ヒメコマツ落葉

F層 :2.0-3.0cm.菌糸臭顕著.細根きわめて多い

H屑 :5.0-7.0cm.黒軽桓一赤平色.菌糸多く認められる.細根きわめて多い.乾.石

碑点在

A層 :3.0-6.0cm.溶脱層 (匪状).黒檀黄一鐙祖色.菌糸なし.戟.細粒状.H層と明.

細根多い.潤.石磯点在

Bl層 :18.0-20.0cm.集積周.暗黄一粒平色.菌糸なし.歓.粘質壁状.A層と明.細

根多い.潤.石疎多い
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B2層 :30.0cm+.暗竜一軽視色.敬.粘質壁状.Bl層と判･細根ほとんどなし･潤･石

疎きわめて多い

Prof.No.24

位置,地形 :1林班は小班.標高 1500m.傾斜 38〇･万位 N50oE･母材料 粘板岩

林相 :主林木はカツラ (d.b.h8.0cm,h8･Om)でこれにコメツガ, ミズナラ, ソウシ

カンパが混交

植物群落組成

階層 種 名 数度

D カ ツ ラ 4

ソウシカンパ 2

ゴyゼツ 2

Ds

Sh

コメツガ 1

ブ ナ 1

ウダイカンパ 1

ミズナラ 1

オオガメノキ 2

ミネカニデ 2

タラノキ 1

アカシデ 1

クロモジ 2

リヨウブ 2

ヒロハ ノツ リバナ 1

コヨウラク 1

ノリウツギ 1

トネ リコ 1

コマガタケスダ リ 1

オ シ ダ 3

クマザサ 3

シシガシラ 2

ヒヨ ドリバナ 2

ミヤコザサ 2

ツルアジサイ 2

Fig.13 Prof.No.24

周断面

L層 :1.0-2.0cm.カツラ, ウダイカンパ落莫

F層 :0.5-1.0cm.菌糸臭あり

H層 :3.0-5.0cm.黒赤濁色.菌糸臭あり

Al槽 :20.0-25.0cm.時短一黄平色.菌糸なし.しよう･ 粒状･H層と判･紬根きわめ

て多い.潤

A2層:10.0-12.0cm.溶脱屑 (紐状).明鐙-貴著濁色･菌糸なし･しよう･特質･Al槽

●



中村健 ･高橋成直 ･村上浩二 :信大酉駒演習林土壌調査報告 57

と判.細根少ない.潤

Bl層 :不規則,10.0-15.0cm.暗黄一位乎色.菌糸なし.戟.粘質.A2層と判.細根ほ

とんどない.潤

B2層 :20.0cm+,暗橿一黄色.軟.粘質.Bl層と明.細根なし.潤～湿

6 PDⅡ型土壌

Prof.No.3

位置,地形 :2林班に/J､班.望学台.標高 1800m.南東の緩斜面.傾斜 200.方位

S30oE.母材料 粘板岩

林相 :ソウシカンパ (d.b.h3.0-6.0cm,h6.0m)を主とする林分.地床クマザサ密生

植物群落組成

階層 種 名

D ソウシカンパ

Sh タラノキ

ノリウツギ

G クマザサ

ヤマ--コ

アキノキリンソウ

ヤマヨモギ

ヒヨドリノべナ

ヤマウド

層断面

皮数

5

2

2

5

5

5

4

4

1

L層 :0･5-1･Ocm･ クマザサ, ソウシ カンパ Fig.14 Pr｡f.N｡.3

落葉

B

L
F

H

A

8

F層 :0.5-1.0cm,紺根多い

H層 :10.0-12.0cm.外生菌根が認められる.しよう.団粒状.細根多い

A-B屑 :5.0cm内外.断続的.一部溶脱を認める.黒燈桂一赤平色.腐植に富んでいる.

菌糸なし.しよう.団粒状.細根きわめて多い.潤

Bl層 :5.0-7.0cm.黒章一栓平色.菌糸なし.戟.壁状.潤.石磯なし

B2層 .･55.0cm+.濃檀一黄平色.菌糸なし.戟.壁状.細根は上部にわずかに認められ

る.潤.石疎は少ない

B3層 :30.0cm+.暗章一樺色.菌糸なし.戟.壁状.紬板なし.潤.石段多い

Prof.No.6

位置,地形 :1林班い小班,尾根からわずかにはずれた斜面.傾斜 300.方位 N50oE

林相 :ウラジロモミ,コメツガを主とし, ミズナラ,ナナカマ ド混交

植物群落組成

階層 種 名

D コメツガ

ウラジロモミ

リヨウプ

皮数

4

3

1
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コ ミネカエデ

ミズナ ラ

オオシラべ

Ds ナナカマ ド

オオ ガメノキ

ソウシカンパ

Sh コヨウラク

ノリウツギ

G ヒヨドリバナ

ヤマワラビ

クマザサ

ヤマノ､ハコ 2～

1

l

1

3

1

1

2

1

5

3

2

1

く=>(二> こゝ ⊂トCゝ O LJ>

!品､≡!押
I I

D i? l0㌔｣1
I-,I-/-一一一こ∋一＼ヽ -/
ロ ､ ○ /

こ:⊃

Fig.15 Prof.No.6

Bl

層断面

L層:0.5-1.0cm. ミズナラ,ナナカマ ド落葉

F層 :0.5cm. うすい.菌糸なし

H層:7.0cm.黒檀椅一赤平色.菌糸なし.しよう.粒状.細根きわめて多い

A-B層 :12.0-14.0cm.黒檀色.菌糸なし.歓.壁状.細根多い.潤.石政ほとんど

なし

BI僧 :32.0-35.0cm.暗黄一躍色.戟.壁状.細根ほとんどなし.潤.石瞭多い

Prof.No.7

位置,地形 :1林班い小班.望学台より150m下方の東北斜面.標高 1650m.傾斜 350

万位 N60oE

林相 :ソウシカンペ コメツガ混交林.地床はクマザサ密生

植物群落組成

階層 種 名

D ソウシカソバ

コメツガ

ゴンゼツ

Ds ナナカマ ド

ミズナラ

ト ウ ヒ

Sh チチブ ドウダソ

ノリウツギ

コヨウラク

オオ ガメノキ

シ ラ べ

ミズナラ

G クマザサ

僧断面

度数

5

4

3

2

1

1

2

2

1

1

1

1

5

<き く> <ヲ <><ンく><>
:てこ へ へ .､ へ へ へ

I_リ ､こ .｣-LL⊥二
/ l＼ ヽ

∫/ /し ′f

-lI-ll--1-11←---1一一･-ll
Q｡ CboQ D
亡フ ∠フ ∠つ ∠⊃

Fig.16 Prof.No.7

L
F

H
A-B

8 1

82



中村睡 ･高橋成直 ･村上浩二 :伝大西駒沢習林土壌調査報告 59

L層 :2.0cm. クマザサ,ソウシカンパ落葉

F層 :2.0-3.0cm.局部的に厚いところやきわめてうすいところがある｡

H層 :10.0cm. きわめて厚い.黒檀色.菌糸の発達良好. しよう. 団粒状.F層と明.

細根きわめて多い

A-B層 :5.0-9.0cm.黒穫黄一校平色.菌糸なし. しよう.粒状.H屑と判.細根多

い.潤

Bl層 :40.0-45.0cm.暗黄一樺色.菌糸なし.戟.壁状.A-B層と明.細眼やや多い.

潤.石磯きわめて少ない

B2屑 :30.0cm+.暗黄-檀褐色.堅.壁状.Bl層と漸.細根なし.潤.凍土

Prof.No.10

位置,地形 :1林班い小班.標高 1650m.傾斜 400.方位 S70oE

林相 :主林木ソウシカンパ (d.b.h20.0cm,h12.0m)地床クマザサ密生

植物群落組成

階層 種 名

D ソウシカンパ

ナナカマ ド

ゴソーピッ

Ds オオガメノキ

Sh コメツガ

G クマザサ

皮数

5

3

1

1

1

5

周断面

L層 :1.0-2.0cm. ソウシカンパ落葉

F層 :2.0cm.菌糸多い.細根きわめて多い

H層 :5.0-6.0cm.黒椙檀一 赤平色.菌糸多

い･しよう･粒状･細根きわめて多い･やや Fig.17 Prof.No.10

乾

A層 :2.0-3.0cm.暗椅一哉濁色.菌糸臭あり. しよう. 粒状.H層と判.細根きわめ

て多い.やや乾.石傑少ない

B層 :50.0cm+.晴着一校平色.上郡菌糸臭あり.戟.壁状.A層と明.細根多い.潤.

石撰多い

Prof.No.30

位置,地形 :6林班は小班.木馬台付近.標高 1920m.傾斜 300.方位 E

林相 :コメツガ,ソウシカンパ混交林

植物群落組成

階層 種 名

D ソウシカンパ

コメツガ

ナナカマ ド

Ds 十汁ガメノキ

皮数

4

3

3

3
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ウラジロモミ

Sh コヨウラク

ハウチワカエデ

G イワカガミ

カニコウモ リ

ゴゼンタチバナ

マイズルソウ

ミズゴケ

2

3

2

4

3

2

2

2

屑断面

L屑 :1.0cm. ソウシカンノ㍉ ノ､ウチワカニヂ

落葉

F層 :0.3cm.菌糸あり

卜′′ノ′/ /

Fig.18 Prof.No.30

IT層 :1.0-3.0cm.菌糸なし

A層 :7.0cm.黒檀黄一校平色.菌糸なし.しよう.粒状.H層と判.潤.石疎なし

B層 :46.0cm+.暗黄-穫平色.戟.粒状.細根やや認められる

† 土壌型の分布について

調査地の土壌型の分布は付図1の とおりである｡ ここに出現する土壌型は,BB,BD,

BE,PDI,PDⅡ,PDⅢおよびG型の土壌で,これらの占める面積およびその割合は第2

表のとおりである｡

Table2 AreasofeachtypeofSoil

Type Areas(ba)

BB 1.3

BD 92.2

BE 26.9

PDI,PDⅡ,PD皿 130.6

G alittle

o
･
5

6
･
8

0
.
7

2
･
0

-

3

1

5

第 2表により明らかなように,調査地全面積の約半分は PD型 (PDI,PDⅡ,PDⅢ)土

薮に属してお り,これについでBD型土壌が多く,BE,BB型土壌は前2着にくらべるとは

るかに小面積である｡G型土壌は小黒川に沿ったごく一部の湿地に現われているにすぎない｡

以下順を追って各土壌型について説明を加える｡

1 BB型土壌

この型の土壌は扇平北部 (1林班い小班)の東南に面した斜面の尾根筋に沿った小範囲に

出現している｡周囲はブナ, ミズナラなどを主体とした広葉樹林でA層の下部からB席の上

部付近にまで菌糸が認められ乾性な土壌である｡標高は1500m程度でこの上部にはPDⅢ型,

●
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下部にはBD型土壌が現われている｡

2 B工)型土壌

この型の土壌は P工)Ⅲ型土嚢についで多く出現するもので,小黒川左岸では扇平の中腹斜

面から水無坂の中腹をとお り蝶 廻々廊中腹の斜面にかけて,また右岸の長尾根では木馬台付

近まで認められ,主として山腹中部はこの型の土嚢で占められている｡

標高による分布は一様でなく沢筋は比班的標高の高いところまで分布しているが,尾根筋

では標高の低いところからPDⅢ型に移行している｡Prof.No.5,17,23に示したようにブ

ナ,コメツガ,ソウシカンノth,シテべ,ウダイカンパ,ミズキ,サワラ,カニデ類,ウラジ

ロモ ミ,ナナカマ ドなど植生も広範囲にわたっている｡菌糸は主にF層に発達しており,各

層の推移も漸変的であって概して土壌も深く理化学性も良好と思われる｡

3 BE型土壌

この型の土壌はほとんどが瑛谷をはさむ両斜面の比較的水湿に恵まれたところに分布して

おりBD型土壌の下部に現われている｡ しかし地形急峻のため広範囲には現われていない｡

Prof.No.1,4,28に示したように腐植に富んだA屑が発達し,各層の推移も漸変的であ

る｡H屑付近にまれに菌糸を散見することもあるが菌糸の発達は概して不良である｡カエデ

類,カツラ,ブナなどの広葉樹林が多く,地床植物としてはオシダが多くみかけられる0

4 PD型土壌

調査地全面積の大半を占めるこの型の土壌は3つのグループ (PDI,PDⅡ,PDⅢ型)に

区分されている｡この型の土壌ほBA,BB型からの移行型であり,標高が高くなるにした

がってポ ドゾル化作用が進行した結果であり,さらにその移行の過程において PDI,PpⅡ

型と分化するもので PDI,PDⅡ型土壌は画然とわかれて存在しないとされているが,我々

の調査においてもこれらの土壌は付図1でみるとおりきわめて局部的で PDⅢ型と相交って

出現している｡

調査地が標高1400-2640mにおよぶ亜高山～高山地帯にわたっている結果からみてこの型

の土壌が多く出現するのは,むしろ当然の結果であるといってもよく,BD型土壌の上部は

すべてこの型の土壌で占められている｡

i PI)Ⅰ型土壌

この型の土壌は PDⅢ型土壌のなかに点々と出現している｡主として尾根に沿った地形急

峻で比較的乾燥したところに現われ,我々の調査した範囲では3箇所に認められたがもつと

精密に調査すればさらに各所に発見されるのではないかと思う｡これらのうちで最も典型的

なものが リヨウプ平の Prof.No.14であり,幅 15.0cmの帯状の溶脱屑と15.0-18.0cmの

集積層が認められるOこの他に喋々廻廊突出しの急斜面 (Prof.No.20)や木馬台付近の斜面

などにもこれと同様なものが認められた｡

植生はコメツガ,シラべ,ウラジロモミなどの針葉樹とソウシカンパ,ブナ,コミネカエ

デその他多くの広葉樹でおおわれているが,BB,BD,BE型土壌の植生と比較した場合針

葉樹の占める割合が多く,かつ高山性の樹種が多いようである｡地床植物にはイワカガミ,

クマザサなどが認められる｡

ii PDⅡ型土壌

この型の土壌も前記PDI型土壌 と同様にPDⅡ型土壌のなかに点在している｡PDⅡ型から
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PDI型に移行する中間型として考えられるが,ポ ドゾル化作用が極端には進行してお らな

いため,その分布面積も少ない.Prof.No.2,15,18,24に示したように塊状の潜脱層とそ

の下郡に明瞭な集積層が認められる｡

植生はシラべ,コメツガ, トウヒ,ヒメコマツなどの針葉樹とソウシカンパ,ナナカマ ド,

ブナ,カツラ,オオガメノキその他多くの広葉樹やチチブ ドウダソ,シヤクナゲなどが認め

られ,地床植物としてほオシダ,クマザサなどが多いが全体的には高山性の針葉樹の占める

割合が多いようである｡

iii PDⅢ型土壌

PD型土壌のほとんどが この型に屑している｡調査地全面積の半分を占めるこの型の土壌

は,小黒川左岸では扇平の上部から水無坂の東斜面,伊那市財産区有林に接する調査地北部

の尾根筋にかけて分布し,右岸では将棋頭を頂点としてこれから派生する権現ツルネ,調査

地西側境界線を含む長短いくつかの尾根に沿って下降し,右岸の大半を占めて三角形に似た

形に分布している｡

標高は水無坂下部の1500m付近から上部は将棋頭の2640mにわたっている｡Prof.No.3,

6,7,10,13に示したように,植生はソウシカンパ,ゴンゼツ,ナナカマ ド,ウラジロモ ミ,

コメツガ, トウヒ, ミズナラなどで高山性樹種が多く認められ,地床植物としてはクマザサ

が多く,イワカガミ,マイズルソウ, カニコウモリなどの高山植物も認められる｡PDI,

PDⅡ型土壌の植生と比較すると,高山性針葉樹の占める割合がやや少なくなり広葉樹の割

合が多くなっているように思われる｡土壌断面は現地では溶脱屑は認められないが赤褐色の

集積層は明瞭に認められる｡

5 G型土星

この型の土壌は扇平山脚下部の小黒川に沿ったごく小面積の平坦地に現われているが,ど

く小面積であり周囲に与える影響もないものと思われるので特別に取上げては記載しない｡

以上調査地で認められた各土壌型について説明を加えて来たが,総括すれば沢に沿った両

岸は大体において BE型土壌で占められ,その上部の山腹中部あたりまでは BD型土壌が占

め,最上部の尾根筋や標高の高いところは PD型土壌で占められている｡植生もこの土壌型

の分布傾向と併行して,広葉樹を主体とした林相から針広混交の高山性樹種へと移行し,最

上部の将棋頭付近の一部はノ､イマツ帯となっている｡

Ⅵ 土 集 分 析 結 果

I pH

全般的に酸性土壌であるがとくにPDI,PDⅡ,PDEl型土壌は強酸性土壌である｡BB,

BD型土壁はこれらにくらべると酸性の度合はやや低いようである0

2 置換酸度および置換性石灰

調査地の土壌は全般的に置換酸度が多く,置換性石灰が非常に少ない｡置換酸度は炭素量,

粘土量の多いところや,Pl)型土壌に多い｡置換性石灰はBE型土壌に多い傾向を示してい

る｡

3 C/N

●

●
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Tat〉le3 Chemicalpropertiesofthesoils

Type P;0.i: Horizon 品 ) yl mEex/･1%.ag 妄

BB 9

●

●

A 4.7 30.6 trace ll.55 0.76 15.2
B1 5.0 3.2 〟 4.28 0.24 17.8
A 4.8 13.5 0.23 7.98 0.64 12.5

5 A-B 4.8 3.6 0.11 4.86 0.32 15.2
B 5.1 2.5 0.15 2.85 0.17 1.6.8

BD 17 怠 1 54:… 168:… 3溜 冨溜 3溜 壬…:≡

0
0
0

0
7
5

3
2
0

2
6
7

1eac

〟〟
rHはh

3
4
7

1
2
3

1 92 13.4
34 18.4
34 20.7

4.1 36.8 0.17 10.32 0.67 15.4
4.7 17.7 0.06 5.58 0.36 15.5

H-A 4.0 25.0 0.54 1.2.96 0.78 16.6
4.0 8.5 0.05 3.60 0.16 22.5

1
2

1

A
A
B

41T▲Dpユ

3.7 18.5 trace 5.49 0.39 14.1
4.4 14.7 0.11 2.79 0.09 31.0
4.9 21.7 0.07 3.49 0.20 17.5

A 3.9 51.2 0.12 16.32 0.73 22.4
Bl 5.1 16.4 0.09 8.37 0.35 23.9
A 4.1 22.9 0.13 10.65 0.48 22.2
ち 1 5.2 22.7 trace 6.16 0.32 19.3

A-B 4.2 16.5 0.22 19.08
Bl 4.7 36.9 0.08 9.24

A-B 4.3 47.0 0.14 11.01
B1 5.1 7.9 trace 7.86

1.32 14.6
0.39 23.7

0.67 16.4
0.43 18.3

Table4 Mechanicalcompositionsofthesoils.

Type P;oof: Horizon se?nadrSe% saFnidne% Silk clad Texture

BB 9 A 3.6 32.0 30.9 33.5 LightClay
Bl 8.0 46.4 29.4 16.2 Clayloam

A 9.8 33.5 31.0 25.7 LightClay
5 A-B 14.5 37.7 27.6 20.2 Clayloam

B 17.8 45.8 23.1 13.3 Loam

BD 17 会 1 2259:ヲ 3254.･45 1187.･48 22.7:58 sLignhdtyCcllaayyl｡am

7 30.7 16.9 34.7 LightClay
4 37.0 24.2 17.4 Clayloam
4 44.2 20.3 20.1 〟

6 21.3 18.1 24.0 SandyClayloam
16.7 12.5 17.3 〝

28 ㌔ .A 573･.2 21g:… 83:74 146:18 Ssaannddyloam

■▲
〇一
1

A
A
B

4⊥
1 49.1 35.8 13.0 Loam
5 55.5 ･ 31.5 9.5 Clayloam
5 45.0 31.2 20.3 〝

31.7 35.0 29.7 Lightclay
38.8 28.5 24.9 Clayloam

A 37.0
B1 27.8

36.9 11.6 14.5 Sandyloam
41.0 10.9 20.3 Sandyclayユoam

3 A盲 lB …:岩 設 喜 設 喜 設 喜 禁 htClay
A-B 4.3 30.0 29.1 36.6 〝

Bl 8.0 54.8 18.8 18.4 SandyClayloam
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各土壌型を比較してあまり大きな差は現れていないが PD型土壌は他の土壌型にくらべて

やや大きな値を示している｡

4 機械的組成

prof.No.7,15,16,17,28のように山腹上部や尾根筋,もしくは標高の高い沢筋は粗砂,

細砂の占める割合が多く,砂質な土壌であるが下部は埴質な土壌である｡このことは地質の

pr｡f.NO.Typehorizon

NO.9 BR A

0 20 40 60 80 100

凡 例 随 意親yy苦言三三竃 ~ 七 :=童;=訂 ~~ 1

S G A W Wmax. Amin.

S:Volumeofsoilsolid
G:Volumeofgravel
R:Volumeofroot
W :Volumeofwaterinfieldcondition

W+Wmax･.Volumeofwaterinsaturatedcondition
Amin:VolumeofairinSaturatedcondition
Fig.19 Volumecompositionofthesoils

●



中村健 ･高橋成直 ･村上浩二 :信大西駒演習林土壌調査報告 65

項で述べた母岩と密接な関係があり,上部は西駒花尚岩 Ⅰの影響をうけて砂質な土壌となり,

下部は黒雲母粘板岩帯の影響により埴質な土壌となっているものと思われる｡土壌型とは明

瞭な関係は認められない｡

5 容積組成

採取暗合有水分量は土壌採坂時の条件が期日,天候などの点で一様でなかったため,土嚢

型による差はあまり明瞭に現われていない｡最小客気量は一部の例外をのぞいてBB,BD,

BE型土壌が多く,PD型土壌は少ない傾向をみせている｡

以上述べた理化学性について要約すれば,PD型の土鄭 ま強酸性で置換酸度 C/Nが高く

置換性石灰,最小客気量が少なく理化学性ともに悪い｡これに比較して BE,BD型土壌は

やや良好な結果を示している｡

Ⅶ 結 言

調査地の52.0%がPD型,36.8.%がBD型に属し,BE型およびBB型土壌は10.7.%,0.5%

と小面積になり,G型土壌は小黒川に沿ったごく一部の平坦地に現われているにすぎない｡

地形的には沢沿いの両岸に細長くBE型が現われているが,地形急峻のため広範囲には現わ

れない｡山腹中部は大体において BD型土壌が占め,山腹上部,尾根筋,および標高の高い

ところはいずれもPD型土壌に属している｡このうちでもPDⅢ型土壌が大部分を占めており,

PDI型およびPDⅡ型土壌はそのなかに点々と出現しているがそれらの占める面積はきわめ

て小面積である｡このような土壌型の分布傾向および標高と関連して植生も連続的に変化し

ている｡すなわち山腹下部から中部位までのBE,BD,BB型の土壌は,カエデ頴,ブナ,

ミズナラ,カツラ,カンパなどの広葉樹を主にした針広混交林であるが,PD型土壌になる

とソウシカンパ,ナナカマ ド,ウラジロモミ,コメツガ, トウヒ,シラべ, ミズナラなどが

多く認められ,高山性樹種や針葉樹の占める割合が多くなっている｡とくに PDI,PDⅡ型

土壌のところは,シラべ,コメツガ,ウラジロモミ, トウヒなどの高山性針葉樹の占める割

合が多くなっている｡これは必然的に寒冷な気象条件と相まって林内の落葉の分解速度を遅

延させた結果PDI型あるいはPDIl型に移行したものと考えられるので,PJ)Ⅱ型の土壌はも

ちろんのことBB,BD型土壌の箇所についても今後の森林の坂扱い方によってはポ ドゾル

化をより進行させる結果ともなりかねないので充分注意する必要があると考える｡

調査地が標高の高いところにあり急峻な地形をもっている関係上,全面積に人工造林を実

施することは不可能であり,またスギ,ヒノキなどの植栽も適当でなく,人工造林の対象と

してはカラマツが第 1に考えられる樹種であるが適当に広葉樹を残して土壌の理化学性をよ

くするよう心掛けるとともに腐植の分解を促進してポ ドゾル化を進行させないようにするこ

とが肝要であろう｡
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ForestSoilsoftheShinshuUniversityForest

ofNishikoma

ByTakeshiNAKAMURA,ShigenaoTAKAHASHl

andKojiMURAKAMl*

Summary

Theinvestigation wascarried outin theShinshu University Forest of

Nishikomainordertomakeclearitssoilproperties.

Theforestareaoccupiesthebothsideoftheupperstream ofOguro-river,

whichrisesfrom nearMt.Shogigashira,andisabout251ha.inextentandfrom

1400to2640m.abovethesea-levelinelevation.

Motherrockconsistsofmetamorphicrocksderivedfrom paraeozoicrock

(biotiteslate,sandstone)andofKisokomagraniteⅠ(medium-grainedhornblende-

biotitegranodiorite). Theformeroccupiesthelowerpartofthisarea,andthe

latertheupperpart(highterthan1800or1900m.).

TheclimatologicaldataoftheareaaregiveninTableI.

SoiltypeofforestintheareaisgiveninTable2.Thetypicaltypeofforest

soilwasPD (PDI,PDⅡandPDⅢ). BBandBD typeWerefoundonthemidle

portionofslope.BEtypeWasfoundonthelowerpartofthisareaalongvalley.

BB,BDandBEtypeWereCOVeredmainlywithnaturalmixedforestofFagus

crenata,Aceacrataegifolium,ChamaecyParisbisiferaandAbiesveitchiietc.

PDtypeWasfoundontheridgeorhighestpartofthisarea,andwascovered

mainlynaturalforest,whichwasmadeupofthealpine treessuchasTsuga

diversifolia,Abi'esveitchii,BeiulaermaniiandSorbuscommixlaetc.

SomechemicalandphysicalpropertiesofthesoilaregiveninTable3,4and

Fig.19.

Bull.Shinshu.Univ.For.No.5 March,1968
* FacultyofAgriculture,KyotoUniversity.
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